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論文内容要旨

はじめに

 近年,慢性硬膜下血腫の発生過程や術後の血腫消失の過程をCTscanにより経時的に観察し

 た報告が多数みられるようになったが,慢性硬膜下血腫が完成後どのように変化していくかを,

 手術をせずに保存的に治療し,CTscanにより経時的に観察した報告は極めて少ない。当教室

 では1968年以降,慢性硬膜下血腫に対してmamitolによる浸透圧療法を試み,その有効性につ

 いて報告し,種々のstageにおける血腫被膜の電顕標本の所見から血腫増大の機序を考察し,本

 療法の有効性の病理組織学的根拠についても報告しているが,本論文では浸透圧療法を行った症

 例のCT像の経時的変化を観察し,特に造影剤静注4時間後のdelayedcontrastenhancement

 CT(以下delayedCTと略す)において興味ある知見を得たので,慢性硬膜下血腫の増大,縮

 小の機序について考察を加え報告する。

 対象および方法

 対象は臨床症状およびCT所見より慢性硬膜下血腫と診断された20例である。男19例,女1例

 で,年齢は20～71才,平均51才,外傷の既往は19例に認められた。これらの症例に対して20%

 mannito11,000濯/day,2週間連日投与による浸透圧療法を行い,臨床症状の推移の観察とと

 もにCTscanにより血腫消失までその消長を追跡した。CTscanはplainCT,60%meg1㎜ine

 iothalamate100濯急速点滴静注直後の通常のcontrast'enhancementCT,および造影剤静

 注4時間後のdelayedC↑を施行した。plainCTでは,血腫size,midlineshift,血腫density

 について,contrastenhancementCTでは血腫内側および周囲脳組織の増強効果について,

 delayedCTでは血腫腔の増強効果について検討した。血腫sizeはOMlineに平行なスライス

 面での血腫の最大厚さとし,midlineshiftは第3脳室の最大の偏位で表わした。血腫density

 は血腫全体がhomogeneousな場合は血腫の最も厚いスライスで血腫の上,中,下の3点,mixed

 densityの血腫ではそれぞれ2点ずつ関心領域を設定してCT値を測定し,その平均値を血腫の

 CT値(density)とした。Contrastenhancem㎝tCTでは増強効果は肉眼的にのみ判定し,

 delayedCTでは血腫のCT値を求め,これから同一スライスのplainCTのCT値を減じたも
衝

 のを△CT恥とし,増強効果とした。

 結1果

 PlainCTにおいて血腫sizeはほとんどの症例で治療終了1週後ころより急速に縮少し,2カ
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 月後には10例,3ヵ月後には18例で血腫が消失し,残る2例では4,5ヵ月後に血腫は消失した。

 Midlineshiftもほぼ同様の傾向を示し減少した。血腫densityは治療期間中9例で一時上昇し

 たが,そのうち症状の悪化したものは1例のみであり,densityが不変または低下を示した11例

β

 でも一時症状悪化のみられたものが3例あった。しかし治療終了後は臨床症状は消失し,血腫の

 縮小とともにdensityは徐々に低下した。ContrastenhancementCT所見は次の2型に分類

 された。1.血腫直下の脳表で脳溝に沿ってリボン状に増強されるもの(corticalenhancement)。

 2.血腫内面に沿って線状に増強されるもの(1inearenhancement)で,治療前には20例中14例

 でcorticalenhancementが,2例でlinearenhancementが認められた。1カ月後には血腫

 の残存した15例中corticalenhancementは1例,1inearenhancementが8例となり,2カ月

 後では血腫の残存した10例中増強効果の認められた7例は全例hnearenhancemetとなってい

 た。DeiayedCTにおける増強効果は血腫腔のdensityの上昇として観察され,治療前の△CT

 Nαは0.6～11.7。平均5.31±3.07であったが,2週後0～'10.0,平均3.92±2.52と減少し,1

 カ月後0～10.6,平均L77±3.12,2カ月後0～11.6,平均1.23±3.16となり浸透圧療法お

 よびその後の時間経過とともに増強効果は低下していった。そして臨床経過,血腫の消長とdelay-

 edCT所見との関係から,症例は次の3群に分類された。第1群:delayedCTにおける増強

 効果が治療とともに低下していくもの9例で,これらでは症状の悪化をみた症例はなく平均1.8

 カ月で血腫は消失した。第且群:治療中一時的にdelayedCTにおける増強効果の上昇を認める

 も治療終了2週以後には増強効果が低下していくもので,9例中4例に一時症状悪化が認められ,

 血腫消失は平均2.3カ月と第1群に比し遅延していた。第皿群:治療終了後も長期にわたりdelay-

 edCTにおける増強効果が持続した2例で,血腫消失までそれぞれ4カ月,5カ月を要した。

結論

 以上delayedCTで増強効果が強くかつ持続する症例ほど血腫縮小,消失は遅延し,活動期に

 あるもので,増強効果の低下した症例は治癒吸収過程にある。これは先に教室佐藤が電顕的研究に

 て報告した如く,活動期,増大期にある慢性硬膜下血腫ほど血腫外膜のsinusoidalchannel

 layerでの血管透過性が大であり,活動期を過ぎて治癒傾向になると血管透過性が正常化してい

 くことと一致しており,delayedCTにより本血腫の活動能を判定できるのではないかと考えら

 れた'。
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 審査結果の要旨

 慢性硬膜下血腫は脳神経外科領域においてはありふれた疾患であるが,その成因,増大機序に

 ついては未だに不明の点も少なくない。近年,CTscanによりその発生過程や術後の血腫消失

 の過程を観察した報告もみられるようになったが,保存的治療を行い,CTscanにより経時的

 に観察した報告は極めて少ない。本論文は慢性硬膜下血腫20例に対して20%mannito11日1000

 ml,2週間投与による浸透圧療法を行い,血腫消失までその消長をCTscanにより追跡してい

 る。その結果,ほとんどの症例で血腫は治療終了1週後ころより急速に縮小し,'2カ月後には10

 例,3カ月後には18例で血腫は消失し,残る2例は4,5カ月後に消失した。Contrast

 enhancementCTでは血腫直下の脳表で脳溝に沿ってリボン状に増強されるcorticalenhan-

 cementと,血腫内面に沿って線状に増強されるlinearehhancementに分類され,治療前には

 20例中14例でcorticalenhancement,2例でlinearenhancementが認められたが,2カ月後

 では血腫の残存した10例中増強効果の認められた7例は全てlinearenhancementとなっていた。

 造影剤静注4時間後のdelayedCTにおける増強効果は血腫腔のdensityの上昇として観察さ

 れ,浸透圧療法およびその後の時間経過とともに増強効果は低下していったが,delayedCT

 における増強効果が強くかつ持続する症例ほど血腫縮小,消失は遅延し,増強効果が低下した症

 例ほど早期に血腫は消失していた。以上からdelayedCTにおける増強効果の強い症例は血腫

 外膜のsinusoidalchannellayerでの血管透過性が亢進しており,血腫増大,活動期にあり,

 増強効果の低下した症例は治癒吸収過程にあるとし,delayedCTにより慢性硬膜下血腫の活

 動能が判定できるのではないかと考察している。このように慢性硬膜下血腫を非観血的に治療し,

 血腫消失までCTscanで観察し,delayedCTについて検討した報告はなく,本論文は医学博

 士論文に充分値するものと考える。
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